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議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
近
年
の
異
常
気
象
の
中
、
今
年
も
猛

暑
が
続
き
、
秋
の
季
節
を
見
つ
け
ら
れ

ず
に
い
る
中
で
、
今
年
も
９
月
議
会
が

終
了
し
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
は
前
年
度
の
決
算
が
主
と

な
っ
て
お
り
、
大
型
事
業
が
続
く
中
で

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
議
会
と
し
て
も
動
向
に

注
視
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
石
破
内
閣
が
１
年
余
り
で
退
陣
と
な

り
、
国
政
が
安
定
せ
ず
に
地
方
の
不
安

が
募
る
中
、
黒
潮
町
は
一
丸
と
な
っ
て

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
行
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

（
小
松
孝
年
） 

令和 7年９月定例会

議会だより議会だより No.No.7878

■発行人　高知県黒潮町議会　　　　　　　　　■発行日　令和７年１１月１日
■編　集　黒潮町議会広報常任委員会
■住　所　高知県幡多郡黒潮町入野 5893　TEL（0880）43-2111（代）・（0880）43-2831（直）

　令和7年10月18日(土)と19日(日)の2日間、土佐西南大規模公園

サッカー場で開催されました。結果は以下のとおりです。
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第23回　黒潮カップ少年サッカー大会

中秋の名月（令和7年10月6日入野の浜）



秋の全国交通安全運動にともなうパレード隊の黒潮町役場への表敬訪問

９月定例会９月定例会令和７年令和７年

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
残
金
は
４
億
３
千

５
百
万
円
余
り
と
な
り
、
こ
の
う
ち
３
億
円
を
基
金

に
繰
り
入
れ
、
残
り
の
１
億
３
５
０
０
万
円
余
り
を

翌
年
度
へ
の
繰
越
金
と
し
た
。

　
歳
入
で
は
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
44
億
８
百
万

円
で
一
番
多
く
、
歳
入
全
体
の
38
・
７
％
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
以
外
は
国
や
県
か
ら
の
支
出
金
、
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
の
寄
附
金
、
町
債
、
町
税
な
ど
が
主

な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
寄
附
金
や
町
税
な
ど
の
自

主
財
源
の
合
計
は
32
億
７
百
万
円
、
率
に
し
て
28
・

２
％
で
、
残
り
の
71
・
８
％
は
国
や
県
か
ら
の
依
存

財
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
で
は
、
公
債
費
、
人
件
費
、
扶
助
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
は
40
億
２
千
２
百
万
円
で
36
・
７
％
、

対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
２
・
１
％
で
あ
る
が
、
普
通

建
設
事
業
費
や
災
害
復
旧
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経

費
は
21
億
６
千
２
百
万
円
で
19
・
８
％
と
な
っ
て
お

り
、
町
教
育
振
興
交
流
支
援
施
設
（
大
方
高
校
寄
宿

舎
）
や
町
営
住
宅
な
ど
の
大
型
工
事
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
24
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い

る
。

令和６年度　一般会計決算

住民生活に密着した事業を実施

●
令
和
６
年
度 

一
般
会
計
決
算

○
歳
入
決
算
額
　
　
１
１
３
億
８
６
８
０
万
円

　
対
前
年
度
比
１
億
６
４
９
１
万
円
、
１
・
４
％
の
減

○
歳
出
決
算
額
　
　
１
０
９
億
５
１
３
６
万
円

　
対
前
年
度
比
１
４
１
２
万
円
、
０
・
１
％
の
増

可
決
（
全
員
）

歳出 109億5千万円余り対前年度比0.1％増

職員給与などにかかる費用
１８億１，３６６万円

福祉施策などにかかる費用
７億８，８５０万円

町債を返納する費用
　　　１４億１，９９６万円

災害復旧事業を除く投資的な
費用　２０億２，１８５万円

災害復旧事業費１.３％
１億４，０４９万円

消費的性質の費用
２２億６，５５３万円

各種負担金及び補助金
１６億４，６７４万円

他の特別会計などへ繰り出
す費用７億７，９９５万円

その他０.７％ ７，４６８万円

歳出
（109億5,136万円）

人件費１６.５％

扶助費７.２％

公債費１３.０％

普通建設事業費

１８.５％

物件費２０.７％

繰出金７.１％

補助費等１５.０％

町民が納める税金
　　　　　８億１，６５３万円

基金取り崩し、使用料・手数料
などのその他の自主財源

　　　　　　  １５億１，５６５万円

自治体運営の均衡を保つため、
国から地方へ交付されるお金
　　　４４億８６２万円

決まった目的に使うための
費用の一部、または全部を
国、県から交付されるお金
　　２３億６，７５６万円

ふるさと納税などの寄附金
８億７，５２６万円

町が事業費用の財源不足を
補うための借り入金

 　  　　　　９億７，３４０万円

その他３.８％
　　　４億２，９７８万円

（113億8,680万円）

町税７.２％

地方交付税

３８.７％

国・県支出金

２０.８％

寄附金７.７％

町債８.５％

その他の依存財源

その他の自主財源
１３.３％

歳入

3 2025.11.12025.11.1 22025.11.12025.11.1
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●
令
和
６
年
度
一
般
会
計
決

算
の
認
定

「
こ
ぶ
し
の
さ
と
」
の
運

営
状
況
は

　
　
運
転
免
許
証
返
納
支
援

制
度
補
助
金
の
実
績
は
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工

事
費
補
助
金
及
び
耐
震
設
計

補
助
金
に
つ
い
て
、
昭
和
56

年
の
新
耐
震
基
準
以
降
の
物

件
に
つ
い
て
対
象
に
で
き
な

い
か
。

●
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和

７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

■
定
額
減
税
補
足
給
付
金

　
　
　
　
　  

１
６
４
７
万
円

●
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

費
補
助
金

　
　
　
　
　  

２
５
０
０
万
円

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計

費
補
助
金

　
　
　
　
　
　  

９
０
０
万
円

■
田
ノ
口
小
学
校
休
校
記
念

式
典
等
実
行
委
員
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　  

１
１
２
万
円

●
令
和
６
年
度
一
般
会
計
決

算
の
認
定

　
　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
多
く
発
生

し
て
い
る
が
駆
除
状
況
な
ど

は
ど
う
か
。

　
　
お
試
し
住
宅（
早
咲
）耐
震

改
修
等
実
施
設
計
及
び
工
事

管
理
委
託
費
が
あ
る
が
こ
の

設
置
目
的
は
。

●
令
和
６
年
度
水
道
事
業
特

別
決
算
の
認
定

　
　
有
収
率
が
79
％
と
な
っ

て
い
る
が
漏
水
調
査
の
状
況

は
ど
う
か
。

●
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
３
支
援
策

■
物
価
高
騰
に
関
す
る
緊
急

給
付
金
　
　
　  

１
４
２
万
円

■
配
食
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　  

　
　

37
万
円

■
水
道
料
金
臨
時
支
援
事
業

　
　
　
　
　  

３
７
６
１
万
円

■
蓄
電
池
等
設
置
補
助
金

　
　
　
　
　
　  

４
０
０
万
円

土佐佐賀温泉　こぶしのさと

来年3月で休校になる
田ノ口小学校

鳥獣被害防護柵と捕獲檻の設置風景

渡
辺
企
画
調
整
室
長

河
村

地
域
住
民
課
長

河
村

建
設
課
長

村
越

情
報
防
災
課
長

水道管漏水と修繕工事現場

徳
廣

ま
ち
づ
く
り
課
長

今
西

海
洋
森
林
課
長
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道
事
業
特

別
決
算
の
認
定

　
　
有
収
率
が
79
％
と
な
っ

て
い
る
が
漏
水
調
査
の
状
況

は
ど
う
か
。

●
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
３
支
援
策

■
物
価
高
騰
に
関
す
る
緊
急

給
付
金
　
　
　  

１
４
２
万
円

■
配
食
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　  

　
　

37
万
円

■
水
道
料
金
臨
時
支
援
事
業

　
　
　
　
　  

３
７
６
１
万
円

■
蓄
電
池
等
設
置
補
助
金

　
　
　
　
　
　  

４
０
０
万
円

土佐佐賀温泉　こぶしのさと

来年3月で休校になる
田ノ口小学校

鳥獣被害防護柵と捕獲檻の設置風景

渡
辺
企
画
調
整
室
長

河
村

地
域
住
民
課
長

河
村

建
設
課
長

村
越

情
報
防
災
課
長

水道管漏水と修繕工事現場

徳
廣

ま
ち
づ
く
り
課
長

今
西

海
洋
森
林
課
長
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一
般
質
問

背後の県所有地の土を運動場へ投入嵩上し津波避難場所にも活用

介
護
ヘ
ル
パ
ー
の

　
補
充
対
策

事
業
所
の
受
入

　
体
制
等
を
確
認

外国人労働者

介護ヘルパー

待遇向上に行政支援対策を

国に政策提案し関連事業活用

山本 牧夫 議員
やま もと まき  お

野
村
健
康
福
祉
課
長

野
村
健
康
福
祉
課
長

現
行
制
度
の
見
直

し
は

個
別
の
検
討
を
進

め
る

食べ物等の対策

矢野 昭三 議員
や　 の   しょうぞう

大
西
町
長

大
西
町
長

猪に食い荒らされた水田
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〜

給食当番が手際よく盛り付けて、配膳する様子
(令和7年7月　三浦小学校)

学校給食

物価高騰 安心安全に提供可能か

食材確保に努め 無償化継続する

岡
本 

教
育
次
長

地域経済

地
域
通
貨 

た
ば
こ
税 

有
益
に
活
用
を

広
く
連
携 

周
知
し 

町
の
暮
ら
し
を
守
る

秋
森 

産
業
推
進
室
長

秋
森 

産
業
推
進
室
長

肥
料
化
な
ど
の

　
　
事
業
化
は

今
後
も

検
討
を
続
け
る

衛生センター

津波対策

避
難
所
の
飲
料
水
の
確
保
は

全
町
民
一
人
当
た
り
３
㍑
を

井
ノ
岬
に
建
つ 

し
尿
処
理
施
設

「
黒
潮
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
」（
灘
）

宮川 德光 議員
みや がわ  のりみつ

村
越 

情
報
防
災
課
長

宮
川 

環
境
政
策
室
長

浄
水
器
の
一
例
。

淡
水
専
用
や
海

水
対
応
な
ど
、

豊
富
な
機
種
が

揃
っ
て
い
る
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保
育
料
の
完
全

無
償
化
へ

国
、
県
の
動
向
を

注
視

子育て支援

町
道
の
高
枝
除
去

等
の
地
区
委
託
は

一
定
の
条
件
必
要

だ
が
、
検
討
中

町道管理

町道に覆いかぶさった樹木

集落維持支援

矢野 依伸 議員
や   の　  よりのぶ

大
西 

町
長

大
西 

町
長

德
廣 

ま
ち
づ
く
り
課
長

宮
川 

教
育
長

「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス

ト
」
は
問
題
で
は

差
別
や
不
利
益
に

は
対
処
す
る

人権問題

防　災

避難所にトイレの用意は急務

地域の準備状況を再点検する

宮地 葉子 議員
みや   じ　 よう  こ

宮
川 

教
育
長

宮
川 

教
育
長

大
西 

町
長
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財政健全化

現時点で問題点や反省点は

事業計画協議に取り組んでいる

ふるさと納税

今
年
度
の
取
り
組
み
と
見
通
し
は

外
部
委
託
で
寄
付
額
の
ア
ッ
プ
を

秋
森 

産
業
推
進
室
長

大
西 

町
長

こぶしのさと

地域ニーズの把握はどうか

可能なところから取り組んでいる

野
村 

健
康
福
祉
課
長

水野 佐知 議員
みずの       さ   ち

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

今
後
の
課
題
は

ど
う
か

連
絡
先
を
聞
く
な

ど
対
応

補聴器購入助成

敬老の日のイベント（ボッチャを楽しむ人々）地域の土産物のコーナー
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２P２P
３P３P
６P６P
８P８P

令和 6年度一般会計決算関係令和 6年度一般会計決算関係
議案関係議案関係
委員会のうごき委員会のうごき
　　　　　　　   　　　　　   ((一般質問)  一般質問)  ※ 質問と答弁の概要を記載

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
近
年
の
異
常
気
象
の
中
、
今
年
も
猛

暑
が
続
き
、
秋
の
季
節
を
見
つ
け
ら
れ

ず
に
い
る
中
で
、
今
年
も
９
月
議
会
が

終
了
し
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
は
前
年
度
の
決
算
が
主
と

な
っ
て
お
り
、
大
型
事
業
が
続
く
中
で

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
議
会
と
し
て
も
動
向
に

注
視
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
石
破
内
閣
が
１
年
余
り
で
退
陣
と
な

り
、
国
政
が
安
定
せ
ず
に
地
方
の
不
安

が
募
る
中
、
黒
潮
町
は
一
丸
と
な
っ
て

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
行
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

（
小
松
孝
年
） 

令和 7年９月定例会

議会だより議会だより No.No.7878
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　令和7年10月18日(土)と19日(日)の2日間、土佐西南大規模公園

サッカー場で開催されました。結果は以下のとおりです。

優 　 勝

準 優 勝

第 3 位

エストラーレス高知（香南市）

北陵少年サッカースクール（南国市）

清水JFC（土佐清水市）

第23回　黒潮カップ少年サッカー大会

中秋の名月（令和7年10月6日入野の浜）


